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目 的　 我 が 国 の 悪 性 新 生 物 の 死 亡 率 は 戦 後上 昇 し て お り, 部 位と し て 結 腸 は 年 々 の 上 昇

率 が 著 し い ． 一 方， 戦 後 の 食 生 活 の 欧 米 化 は ， 蛋白 質（PRO ）, 脂 肪（ ＦＡＴ） の 摂 取 量 の 増

加 と 食 物 繊 維（ ＴＤＦ） 摂 取 量 の 減 少 を も た ら し て おり ，こ の よ う な 食 生 活 の 変 化 が, 結 腸

が ん 死 亡 率 の 上 昇 に 関 与し て い る 可 能 性 が 高い と 示 唆 さ れ る ． そこ で ， 結 腸 が ん 死 亡 率 と

ＴＤＦや 各 栄 養 素 の 摂 取 量と の 関 係 を 経 時 的 な 面 から 解 析 す る た め に ， 地 方 衛 生 研 協 議 会 の

TDF 分 析 値 並 び に 各 種 死因 統 計 資 料 よ り こ れら の 相 互 相 関 分 析 を 行 っ たｰの で 報 告 す る ．

方 法　 年 次 別IDF 摂 取 量 は ， 国 民 栄 養 調 査の 食品 群別|表 を も|と にTDF 群 別 表 を 作 成 し ， 国

民 一 人 一 日 当 た り の 食品 群 別 摂 取 量 表 から 算出 し た ． 昭 和22 ～62 年 の 結 腸 が ん 死 亡 率 とTD

Ｆ摂 取 量 と の 相 関 係 数を 求 め,  以 後 １ 年 ず つ27 年 ま で 移 動 し て 時 差 相 関 係 数 を 求 め た ．

結 果　TDF 摂 取 量 は 昭|和22 ～38 年 ま で 急 激に 減 少し.  昭 和39 年 以 降 は16g 前 後 で 推 移 し て

い る が 僅 か な 減 少 傾 向 にあ っ た ． 穀 類 ， いも 類 ， 豆 類 か ら のＴＤＦ摂 取 が 著し く 減 少 し ， 海

草， 果 物 か ら の 摂 取 が 増 加 傾向 に あ っ た ． 結 腸 が ん 租 死 亡 率は,     TDF,    TOF ／ エ ネル ギ ー

（ ＥＮＥ） ，ＴＤＦ／ PRO ，TDF ／ ＦＡＴと の 間 に 負 の 相 関,    FAT,    PRO,    FAT ／TDFと の 間 に 正 の 相 関を

示 し た ． 結 腸 が ん 粗 死 亡 率 はTDF 摂 取 量 が17g を 下 回 る 昭 和39 年 頃 よ り 急 激 な 増 加を 示し た

時 差 相 関 係 数 は ， 各 栄 養 素 と も 年 数を ず ら す こ と に よ っ て 相 関 度 が 増 し ， そ れぞ れ の ピ ー

クが 得ら れ た. 各 移 動 年 に お け る 相 関 係 数 は,    TOF,    PRO,    FAT,    TDF ／PRO,    FAT ／TDFが 高 い

相関 を 示し た.  &. 上 の 結 果 から ， 結 腸 が ん 死 亡 率 の 年 次 推 移 に こ れら のI栄 養 素 の 影 響 が 示

唆さ れ た ．
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の コ レ ス テ ロ ー ル 胆 石 形 成 と 脂 質 レ ベ ル に 及 ぼ す 影 響

立 健 栄 研 応 用 水） ○ 糠m 美 智 代 、 辻　 啓 介＊、 中 川 靖 枝

原 島 恵 美 子 、 市 川 冨 夫＊

目 的 ： 食 物 繊 維 が 高 脂 血 症 や コレ ス テ ロ ール（Chi) 胆 石 の 形 成 を 抑 制 する こ と に つ い て

既 に 報 告 があ る が 、 日 常 の 食生 活 で 嗜 好 性 の 高 い 食 品 や 手｡軽 に 調 理 に 応 用 で きる 素 材 の

の 方 面 で の 研 究 は ま だ あ まり 行 わ れ て い ない 。 そ こ で 、 高 血 圧 自 然 発 症 ラ ット に お い て

圧 や 脂 質を 低 下 さ せ る と の 報 告 があ っ た パ イ ナ ッ プ ル（ Ｐ ）と ア ッ プ ル（Ａ ）から 調 製し

繊 維 素 材を 用い 、 マ ウ ス の コレ ス テ ロ ー ル 胆 石 形 成 、 血 清 や 肝 臓 の 脂 質 レ ベ ル、 そし て

の 重 量 や ス テロ ー ル 量 に 及ぼ す 影 響 に つい て 検 討 し た 。

方 法 ： 実 験 動 物 に は ５ 遇 令 雄 性I CR 系 マ ウ ス31 頭 を 用 い 、 ３ 群 に 分 け た 。 コレ ス テ ロ ー

0.5 ％ 、 コ ー ル 酸 ナ ト リ ウ ム0.25 ％ 、 セ ルD    ー ス2   % を 添 加し た 半 合 成 飼 料に 食 物 繊 維

％ 相 当 量 のＰ と Ａ を 各 々 加え 、 糖 質 はし ょ 糖 で 同 等 量 に 調 整し た。 飼 料 は 蒸 留 水 と 共 に

由 摂 取 とし35 日 間 飼 育 し た。 実 験 開 始 後21 日 目 から ４ 日 間 代 謝 ゲ ージ に 入 れ 糞を 採 取 し、

糞 中Ghl 量 と 胆 汁 酸 量 を 酵 素 法で 求 め た。 実 験 終 了 後 、 採 血し 血 清 脂 質 を 酵 素 法で 求 め た。

結 果 ： 血 清 コレ ス テ ロ ー ルに おい て は 総 量で は 差 が な か っ た が 、HDL で Ｐ 、 Ａ 群 と も 有

意 に 高 い 値を 示し 、LDL ・VLDL で は Ｐ 群 が わ ず か に 低 い 値を 示し た。 動 脈 硬化 指 数 で は Ｐ 群

が 。 中 性 脂 肪で は Ａ 群 が 有 意に 低い 値を 示し た 。 ま た 、 肝 重 量 は Ｐ 群 が 有 意 に 低 く 、 肝 重

量 当 り のGhl 量 と リ ン 脂 質 は Ｐ 群が 有 意 に 低 値を 示 し た 。 コレ ス テn   － ル 胆 石 は 各 群 ほ ぼ

同 程 度 に 形 成さ れて い た が 、A 群 で 胆 嚢 中 の 胆 汁 酸 量が 有 意 に 多 か っ た 。 糞 の 致と一乾 燥 重

量 は Ｐ 群 が 有 意 に 多 か っ た が、Chi の 排 泄 量 や 排 泄 率 は Ｐ 、 Ａ 群 と も に 有 意 に 低 か っ た 。

糞 胆 汁 酸 量 に は 各 群 差 が な か っ た 。


